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1月1日号 2010 No.121
■人口と世帯（12月1日現在） 
　人口 211,245人（男105,504人・女105,741人） 
　世帯数 79,475戸 

日本女子ソフトボール２部リーグへの昇格を果たし
た「ペヤング女子ソフトボールチーム」が、市内の
中学校のソフトボール部を招待し、ソフトボール教
室を開催しました。 

新年のあいさつ ･･･････････････････････････････p.2 
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太陽光発電システムの設備費用を補助します ･････p.4 
パブリックコメント手続を行います ･･････････････p.5 
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①田上美和監督の話に真剣に耳を傾ける生徒たち　②捕球体勢をチェック　
③器具を使ったトレーニング　④選手と生徒が一緒にダッシュ　⑤教わった
フォームで全力スローイング 

広報 広報  

ISESAKI PUBLIC RELATIONS

縡 電子レンジでミートローフ 

縒 ちぎりレタスのサラダ  
縱 白菜のスープ 
縟 トマトご飯 
縉 ヨーグルトゼリー 

材料（4人分） 

みじん切りにしたタマネギを皿に平らに並べてラップをし、電子レンジで透明に
なるまで加熱する。 
笊をボウルに移して冷まし、ひき肉とＡの材料を入れて混ぜ合わせる。 
洗った牛乳パックの側面1面を切り取り、笆を入れ、表面を平らにしてラップをせ
ずに電子レンジで約１5分加熱する。 
ジャガイモをゆでてつぶし、Ｂの材料を加えて練り、マッシュポテトを作る。 
ブロッコリーは小房に分けてゆでる。ニンジンは薄切りにし、コンソメで煮る。 
Ｃの材料を混ぜ合わせ、一煮立ちさせてソースを作る。 
笳のミートローフが冷めたら、４つに切り分ける。 
ミートローフ・マッシュポテト・ブロッコリー・ニンジンを皿に盛り付け、ソースを
かける。 

笊 
 
笆 
笳 
 
笘 
笙 
笞 
笵 
笨 
 

作り方 

1月は簡単クッキングでバランスの良いメニュー 

今回は、牛乳パックを焼き型
に再利用。手軽でエコなクッ
キングを楽しみましょう。 

���

ひき肉 ････････････････200g 
タマネギ ･･･････････････110g 
　　デミグラスソース ････60g 
　　卵 ･･････････････････40g 
　　パン粉 ･･････････････20g 
　　牛乳 ････････････････12g 
　　顆粒コンソメ ･･･小さじ1/2 
　　ナツメグ ････････････少  々
　　こしょう ････････････少  々
ジャガイモ ･････････････140g 
　　牛乳 ････････････････20g 
　　バター ･･･････････････6g 
 
 

 
 
　　塩 ･････････････小さじ1/7 
　　こしょう ･････････････少  々
ブロッコリー ･･･････････120g 
ニンジン ････････････････85g 
顆粒コンソメ ････････････少  々
　　デミグラスソース ････60g 
　　牛乳 ････････････････40g 
　　しょうゆ ･･･････小さじ2/3 
　　塩 ････････････小さじ1/8 
　　こしょう ････････････少  々

C

B

A

B

ミートローフは、温かいと崩れやすい
ので、よく冷ましてから切り分けます。 
 

※縒～縉の材料と作り方は、市ホームページをご覧ください 

（1人分：
251kca

l） 

食生活改善推進員の内田さん 蜷 

か  りゅう 
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編 

集 

記 

後 

「華蔵寺公園遊園地に展
示のC6 1型S L復元、
2011年運行へ」昨年12
月にこんな話題が報道さ
れました。
蒸気機関車C61型SL

は、1949年から1973
年まで旅客用機関車とし
て活躍し、1974年１月
に同遊園地へ無償貸与さ
れました。以後今日まで
遊園地のシンボルとして、
訪れた人々に愛され、
数々の思い出を見守り続
けてきました。
35年間ありがとう。黒

煙を上げて走る雄姿を楽
しみに待っています。（あ）

小泉稲荷神社 

あずま図書館 

あずま総合運動公園 

あずま支所 

あずま中学校 
北関東自動車道 

県
道
桐
生
伊
勢
崎
線
 

小泉稲荷大鳥居 

小泉稲荷神社

県内一の高さを誇る大鳥居が目印の小泉稲
荷神社。境内には奉納された多くの鳥居が連
なっています。訪れた人は鮮やかな朱色のト
ンネルを抜け、本殿に参拝します。初詣でや
4月15日の大祭には、県内外から多くの参拝
客が訪れます。
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新
年
の
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

新
世
紀
に
な
っ
て
10
年
目

の
新
春
を
、
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て

迎
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
は
、「
伊
勢
崎
市
を

も
っ
と
元
気
に
、
も
っ
と
豊

か
に
、
も
っ
と
安
全
に
」
を

基
本
方
針
と
し
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
施
策
を
優
先
し

て
、
市
政
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

本
年
も
、
本
市
が
最
良
の

道
を
歩
め
る
よ
う
に
最
善
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
勢
崎
市
長

本年度行った調査で発見された、皆さんの思い出いっぱいの伊勢崎銘仙の着物や反
物を集めて、展示を行います。
期日 １月10日（日）・11日（祝）
時間 午前10時～午後4時
※11日は午後9時まで

会場 いせさき明治館・赤石楽舎（北小学校内）
問い合わせ 商工労働課（内線3351）・市観光協会（文化観光課内、内線3404）

期日 １月11日（祝）
時間 午後2時30分～3時30分
会場 本町通り（カラクリ時計前交差点）
出演 伊勢崎和太鼓・赤堀ひごろも太鼓・
上州あずま太鼓・上州境雉

き

子
じ

尾
お

太鼓
問い合わせ 文化観光課（内線3452）

期日 １月11日（祝）
時間 午後6時～7時
会場 いせさき明治館
出演 はなわちえさん（津軽三味
線）・柿木原こうさん（箏

こと

）
入場料 無料
問い合わせ 文化観光課（内線
3452）

期日 1月11日（祝）
●大串まんじゅう（直径約55cm）
時間 午後2時開始
会場 伊勢崎神社（本町）
●長串まんじゅう（長さ20ｍ）
時間 1回目＝午後4時、2回目＝午後4時30分
会場 本町通り（カラクリ時計付近）
問い合わせ いせさき焼きまんじゅう愛好会　高沢克治さん（ 090－
5212－4995）
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定
住
自
立
圏
構
想

中
心
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
地
球
温
暖

化
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
の

た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
昨
年
９
月
の
募
集

に
続
き
、
２
回
目
の
募
集
で
す
。

今
回
は
、
受
付
期
間
内
の
申
請
で
、

条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
全
員

に
交
付
し
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

設
置
工
事
の
着
工
前
（
建
て
売
り

住
宅
を
購
入
す
る
場
合
は
購
入
の

契
約
を
す
る
前
）
に
、
必
要
書
類

を
添
え
て
環
境
保
全
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
本
人
ま

た
は
同
居
の
家
族
に
限
り
ま
す
。

申
請
書
を
提
出
す
る
人
は
、
身
分

証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

法
人
・
代
理
人
に
よ
る
申
請
は
、

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
は
、
環
境
保
全
課
、
市

役
所
・
各
支
所
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す

受
付
期
間

１
月
13
日
（
水
）
か

ら
２
月
15
日
（
月
）
ま
で

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
自
分
が
居
住
す
る
ま
た
は
居
住

す
る
予
定
の
市
内
の
住
宅
に
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

人●
自
分
が
居
住
す
る
た
め
に
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ

て
い
る
市
内
の
住
宅
（
建
て
売
り

住
宅
）
を
購
入
す
る
人

※
平
成
21
年
９
月
２
日
か
ら
１
月

13
日
ま
で
の
間
に
、
設
置
工
事
を

着
工
し
た
場
合
は
、
着
工
後
で
も

申
請
で
き
ま
す

※
一
定
条
件
を
満
た
し
た
店
舗
併

用
住
宅
も
該
当
し
ま
す

補
助
金
額

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

り
６
万
円
（
上
限
24
万
円
）

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
茂

呂
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
、
蕁
（20）

３
４
５
７
）

【
国
・
県
の
補
助
制
度
】

国
・
県
に
よ
る
補
助
制
度
も
あ

り
ま
す
。
申
請
が
別
途
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

●
国
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
温
暖
化

防
止
ぐ
ん
ま
県
民
会
議
（
蕁
０
２

７
―
２
３
７
―
１
１
０
３
）

●
県
＝
県
環
境
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
蕁
０
２
７
―
２
３
２
―
９
０
４

５
）

申
し
込
み

▲ 太陽光発電モジュール

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
入
居
に
は
、
所
得
制
限
や

同
居
親
族
が
い
る
こ
と
、
市
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。

事
前
に
、
必
ず
住
宅
課
で
詳
細

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
住
宅
課
に
あ
り
ま
す
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

住
宅

課
（
内
線
２
２
７
８
）

期
間

１
月
４
日
（
月
）
か
ら
18

日
（
月
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

■
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
場
合
は
、
抽
選
会
を
行
い
ま
す

期
日

１
月
24
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分

会
場

市
役
所
東
館
５
階
大
会
議

室対
象
世
帯
の
説
明

●
子
育
て
世
帯
①
＝
未
就
学
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯
・
婚
姻
か
ら
３

年
を
経
過
せ
ず
夫
婦
の
年
齢
の
合

計
が
70
歳
以
下
の
世
帯

●
子
育
て
世
帯
②
＝
子
育
て
世
帯

で
子
ど
も
が
２
人
以
上
の
世
帯

●
母
子
世
帯
①
＝
現
在
婚
姻
し
て

い
な
い
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
母
と
未
成
年
の
子
ど

も
だ
け
の
世
帯

●
母
子
世
帯
②
＝
母
子
世
帯
で
未

成
年
の
子
ど
も
が
２
人
以
上
の
世
帯

●
高
齢
者
世
帯
＝
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
構
成

さ
れ
た
世
帯
（
子
ど
も
が
い
る
場

合
は
18
歳
未
満
に
限
り
ま
す
）

●
単
身
者
世
帯
＝
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

●
身
体
障
害
者
世
帯
＝
入
居
す
る

人
の
中
に
身
体
障
害
者
が
い
る
世
帯

●
一
般
世
帯
＝
上
記
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
２
人
以
上
の
世
帯

●
中
堅
所
得
者
世
帯
＝
収
入
月
額

が
15
万
８
０
０
０
円
か
ら
48
万
７

０
０
０
円
ま
で
の
世
帯

市営住宅入居募集一覧 

 

茂 呂 島 住 宅  
 

 

 

 

羽 黒 住 宅  
 

 

 

豊 城 西 住 宅  
 

昭 和 住 宅  

平 和 住 宅  

豊 城 北 住 宅  

境 木 島 住 宅  
 

境 熊 野 前 住 宅  

百 々 第 １ 住 宅  

 

iタワー花の森住宅 

子育て世帯① 

子育て世帯② 

母子世帯① 

母子世帯② 

単身者世帯 

身障者世帯 

高齢世帯 

子育て世帯① 

子育て世帯①② 

母子世帯① 

子育て世帯①② 

母子世帯①② 

子育て世帯①② 

子育て世帯①② 

一般世帯 

子育て世帯② 

母子世帯② 

子育て世帯①② 

子育て世帯② 

高齢者世帯 

子育て世帯② 

中堅所得者世帯 

1 戸  

2 戸  

3 戸  

1 戸  

１ 戸  

3 戸  

１ 戸  

5 戸  

１ 戸  

2 戸  

1 戸  

2 戸  

１ 戸  

１ 戸  

１ 戸  

１ 戸  

1 戸  

１ 戸  

１ 戸  

１ 戸  

１ 戸  

１ 戸  

 

住　　宅　　名 対象世帯 募集戸数 

意
見
の
提
出
方
法

・

意
見
の
取
り
扱
い

中 心 市 宣 言 （ 抜 粋 ）

本市のまちづくりを考えたとき、中心市街地の
整備、賑わいの確保など、圏域全体の住民の生活
を受け止める高次な都市機能を充実させていくべ
き旧伊勢崎市地域と、生活機能を優先して整備し
充実を図ることにより持続的な地域活性化を進め
るべき、旧赤堀町、旧東村、旧境町地域とに圏域
を区分したうえで、暮らしに必要な諸機能を「集
約とネットワーク」により圏域全体で確保し、圏
域のどこでも誰でもが、安心して「定住」できる
環境を整備するとともに、「自立」するための経
済基盤を培い、圏域全体としての魅力を高めてい
くことが求められています。
このような状況を踏まえ、玉村町を含めた伊勢

崎佐波定住自立圏の構築も視野に入れながら、こ
こに、合併前の旧伊勢崎市を中心地域とした定住
自立圏の構築を掲げ、市民の暮らしを支え、都市
の魅力を向上させるとともに、圏域全体の一体性
の向上及び均衡ある発展を目指すことを内外に向
けて宣言します。

※中心市宣言の全文は、市ホームページ・企画調整課・
市民情報コーナー（市役所・各支所）で見られます

旧
伊
勢
崎
市
を
中
心
地
域
、
旧

町
村
を
周
辺
地
域
と
す
る
「
合
併

１
市
圏
域
」
に
よ
る
定
住
自
立
圏

の
形
成
に
向
け
、
平
成
21
年
12
月

16
日
の
平
成
21
年
第
５
回
市
議
会

定
例
会
で
「
中
心
市
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
圏
域

全
体
に
お
け
る
生
活
機
能
を
確
保

し
、
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、

本
市
の
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
意
志
が
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
ま
し
た
。

定
住
自
立
圏
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
医
療
体
制
な
ど
の
生
活
機
能
の

強
化

●
道
路
の
整
備
な
ど
の
結
び
つ
き

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

●
人
材
育
成
の
充
実
な
ど
の
圏
域

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

今
後
の
予
定

①
定
住
自
立
圏
形
成
方
針
の
策
定

定
住
の
た
め
に
必
要
な
生
活
機

能
の
確
保
に
向
け
た
方
針
を
議
会

の
議
決
を
経
て
定
め
ま
す
。

②
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定

圏
域
の
将
来
像
や
定
住
自
立
圏

形
成
方
針
に
基
づ
い
た
具
体
的
な

取
り
組
み
を
作
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
（
内

線
５
４
６
３
）

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

見
直
し
（
案
）
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を

実
施
中

本
市
で
は
現
在
、「
情
報
公
開

制
度
」
と
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」

を
利
用
し
や
す
く
分
か
り
や
す
い

も
の
に
す
る
た
め
、
制
度
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
情
報
公
開
審
査
会

と
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
審
議

を
経
て
、
見
直
し
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
資
料
を
公
表
し
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
行

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
資
料
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
・

各
支
所
）、
総
務
部
総
務
課
で
閲

覧
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

総
務
部
総
務
課（
内

線
５
３
１
４
）

所
定
の
様
式
に
、
住
所
・
氏
名

見
直
し
案
に
対
す
る
意
見
と
そ
の

理
由
を
記
入
し
、
直
接
・
封
書
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
総
務
部

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
定
の
様
式
は
、
資
料
が
閲
覧

で
き
る
各
会
場
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

提
出
期
間

１
月
20
日
（
水
）
ま
で

意
見
を
提
出
で
き
る
人

次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人●
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有

す
る
個
人
・
法
人
・
そ
の
ほ
か
の

団
体

●
本
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
人

●
こ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
に
関
す
る
事
案
に
利
害
関
係
が

あ
る
人

あ
て
先

〒
３
７
２
―
８
５
０
１

今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
　
市
役
所

総
務
部
総
務
課

フ
ァ
ク
ス
番
号

（23）
９
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　so

u
m
u
@

city.isesaki.lg.jp

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を

実
施
し
た
後
、
同
じ
趣
旨
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
要
旨
と
市

の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す

●
意
見
の
概
要
を
情
報
公
開
審
査

会
と
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
提

供
し
、
審
議
の
資
料
と
し
ま
す
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農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
２
０
１

０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が

２
月
１
日
現
在
で
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
に
は
市
が
行
う
農
林
業
経
営

体
調
査
と
、
国
が
行
う
農
山
村
地

域
調
査
が
あ
り
ま
す
。

農
林
業
経
営
体
調
査
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

対
象

農
家
、
林
家
、
農
業
・
林

業
を
営
む
法
人
な
ど

方
法

県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

調
査
員
が
直
接
訪
問
し
ま
す

項
目

世
帯
の
状
況
、
農
地
・
山

林
の
面
積
、
農
産
物
・
林
産
物
の

生
産
・
販
売
状
況
な
ど

結
果

国
の
農
林
行
政
の
基
本
計

画
の
企
画
・
評
価
や
都
道
府
県
・

市
町
村
の
事
業
計
画
の
企
画
・
立

案
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す

※
調
査
の
内
容
は
、
厳
重
に
管
理

し
、
統
計
資
料
作
成
の
目
的
以
外

に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
正

確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
（
内

線
５
４
１
１
）

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を

市
税
な
ど
の
滞
納
者
か
ら
差
し

押
さ
え
た
動
産
の
公
売
を
行
い
ま

す
。公

売
は
「
ヤ
フ
ー
！
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
」の
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

利
用
し
、
申
し
込
み
や
入
札
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

公
売
物
件
は
、
１
月
25
日
（
月
）

午
後
１
時
か
ら
ヤ
フ
ー
！
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://k
o
u
b
a
i.a
u
c
tio
n
s.

yahoo.co.jp/

）に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
間

１
月
８
日
（
金
）
午

後
１
時
か
ら
19
日
（
火
）
午
後
５

時
ま
で

入
札
期
間

１
月
25
日
（
月
）
午

後
１
時
か
ら
27
日
（
水
）
午
後
１

時
ま
で
　

問
い
合
わ
せ

滞
納
整
理
課
（
内

線
３
３
５
４
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
い
ま
す

■
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
建

設
工
事
）

建
設
工
事
の
競
争
入
札
・
見
積

も
り
合
わ
せ
に
参
加
を
希
望
す
る

業
者
は
、
登
録
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

期
間

●
予
備
登
録
＝
１
月
４
日
（
月
）

か
ら
21
日
（
木
）
ま
で

●
本
登
録
＝
１
月
４
日
（
月
）
か

ら
29
日
（
金
）
ま
で

※
平
成
20
・
21
年
度
登
録
済
み
の

業
者
は
、
本
登
録
か
ら
申
請
で
き

ま
す

申
請
方
法

ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共

同
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（h
ttp
s://p

o
rta
l.g
-e
b
id
.e
-

gu
n
m
a
.lg.jp

）
か
ら
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
・
契
約
検
査
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
「
申
請
の
し
お

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
小
規
模
工
事
登
録
申
請

小
規
模
工
事
登
録
制
度
は
、
小

規
模
業
者
（
建
設
業
許
可
を
も
た

な
い
業
者
を
含
む
）
の
受
注
機
会

の
拡
大
を
主
な
目
的
と
し
た
制
度

で
す
。
小
規
模
工
事
の
契
約
を
希

望
す
る
業
者
は
、
登
録
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
物
件
は
、

工
事
１
３
０
万
円
以
下
、
修
繕
・

役
務
委
託
（
剪せ

ん

定て
い

・
除
草
）
50
万

円
以
下
で
履
行
が
容
易
な
物
件
で

す
。
申
請
書
は
、
契
約
検
査
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
平
成
22
・
23
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
を
し
て
い
る
業
者
は

登
録
で
き
ま
せ
ん

期
間

２
月
１
日
（
月
）
か
ら
19

日
（
金
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

申
請
場
所

契
約
検
査
課

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

問
い
合
わ
せ

契
約
検
査
課
（
内

線
５
４
５
４
）

平
成
22
・
23
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
建
設
工
事
）

小
規
模
工
事
登
録
申
請
が
始
ま
り
ま
す
・

●
補
助
教
職
員

産
前
産
後
休
暇
や
育
児
休
業
な

ど
を
取
得
す
る
教
職
員
の
代
わ
り

に
勤
務
し
ま
す
。

対
象

教
諭
・
養
護
教
諭
・
栄
養

職
員
と
も
職
種
に
応
じ
た
免
許
を

有
す
る
人
（
養
護
教
諭
は
看
護
師

保
健
師
の
免
許
を
持
つ
人
も
可
）

受
付
期
間

随
時
受
け
付
け
ま
す

●
小
学
校
学
習
生
活
相
談
員
・
中

学
校
教
育
相
談
員
・
適
応
指
導
教

室
指
導
員

小
・
中
学
校
な
ど
で
、
不
登
校

な
ど
の
教
育
相
談
や
学
習
支
援
を

行
い
ま
す
。

対
象

教
職
経
験
の
あ
る
人
・
児

童
生
徒
に
対
す
る
相
談
経
験
や
学

習
指
導
経
験
の
あ
る
人
・
教
育
相

談
に
か
か
わ
る
資
格
の
あ
る
人

受
付
期
間

２
月
１
日
（
月
）
か

ら
12
日
（
金
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

受
付
場
所

学
校
教
育
課

採
用
方
法

必
要
に
応
じ
て
連
絡

の
上
、
面
接
を
行
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

学
校
教
育
課
（
内
線
２
４
０
７
）

平
成
22
年
度

臨
時
教
職
員
の

登
録
者
募
集

・

伊
勢
崎
都
市
計
画
の
都
市
計
画

下
水
道
排
水
区
域
の
変
更
案
が
、

平
成
21
年
12
月
１
日
付
で
都
市
計

画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
図
書

は
、
下
水
道
整
備
課
で
縦
覧
で
き

ま
す
。

内
容

●
伊
勢
崎
都
市
計
画
下
水
道
排
水

区
域
の
変
更
＝
境
保
泉
地
区
の
一

部
・
境
保
泉
一
丁
目
地
区
を
下
水

道
事
業
計
画
区
域
に
追
加

問
い
合
わ
せ

下
水
道
整
備
課（
内

線
２
３
３
９
）

伊
勢
崎
都
市
計
画
の
「
都
市
計

画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
」「
区
域
区
分
」「
用
途
地

域
」
の
変
更
案
が
、
平
成
21
年
12

月
１
日
付
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
関
係
図
書
は
、
県
都
市

計
画
課
・
伊
勢
崎
土
木
事
務
所
・

市
都
市
計
画
課
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

内
容

【
県
決
定
】

●
伊
勢
崎
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更（
県

告
示
第
４
３
１
号
）

●
伊
勢
崎
都
市
計
画
区
域
区
分
の

変
更
＝
左
図
の
境
百
々
地
区
（
4.9

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
新
た
に
市
街
化

区
域
に
編
入
（
県
告
示
第
４
３
２

号
）

【
市
決
定
】

●
伊
勢
崎
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更
＝
左
図
の
境
百
々
地
区
を
新

た
に
準
住
居
地
域
（
建
ぺ
い
率
60

％
・
容
積
率
２
０
０
％
）
に
指
定

（
市
告
示
第
１
２
９
号
）

問
い
合
わ
せ

市
都
市
計
画
課（
内

線
５
４
２
２
）

伊
勢
崎
都
市
計
画
の
決
定

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

及
び
保
全
の
方
針
な
ど

都
市
計
画
下
水
道
排
水
区
域

変更区域 

境木島 
三差路 

境総合文化 
センター 

境木島 

境百々 
境西今井 

境警察署 

境町駅 

境上矢島 

該当地域該当地域 該当地域 東武鉄道伊勢崎線 

国
道
354号

 

国道354号バイパス 

区域区分の面積 単位＝ヘクタール 

区域区分 変更前面積　→　変更後面積 都市計画 区域面積 

9,643
市街化区域 

市街化調整区域 

3,204　→　3,209 

6,439　→　6,434

古くから赤城山のふもとに大きく開けた伊勢崎の地は、
水と緑と陽光の織りなす豊かな自然に育まれ着実に発展し
てきました。わたくしたち伊勢崎市民は、先人が知恵と勇
気とたゆまぬ努力で築いてきた歩みを一人ひとりが受けつ
ぎ、さらに快適で希望と活力に満ちた住みよいまちをつく
るため、この憲章を定めます。

一. いのちを大切にします
（人権尊重・福祉充実・環境保全・動物愛護・平和）

一. こころとからだをきたえます
（自己の向上・スポーツ振興・健康増進・教育振興）

一. お互いを尊重します
（友愛・寛容・思いやり・協調・マナー向上）

一. ふれあいを広げます
（コミュニティー参加・共感・和）

一. ふるさとの発展に力を合わせます
（郷土愛・産業振興・文化振興）

※（ ）内は、本文に込められている意味や喚起されるイメージ

を例示しています

人権尊重都市宣言
すべての人々の人権を平等に保障することは、だれもが

幸せに暮らせる社会をつくる基礎になります。
わたくしたち伊勢崎市民は、お互いの理解と協力と信頼

により、一人ひとりの健康で幸福な生活を送る権利を守り、
みんなで明るく住みよいまちを築くため、ここに「人権尊
重都市」を宣言します。

スポーツ都市宣言
スポーツに親しみ、スポーツをとおして健康な心と体を

つくり、友情とふれあいの輪を広げることは、明るく健全
な社会をつくる大きな力になります。
わたくしたち伊勢崎市民は、一人ひとりが生涯を通じて

健康で生きがいのある充実した生活を営み、笑顔と活力あ
ふれるまちを築くため、ここに「スポーツ都市」を宣言し
ます。

安心安全都市宣言
安心で安全な暮らしを脅かす災害や交通事故、犯罪など

をなくすことは、すべての市民の願いです。
わたくしたち伊勢崎市民は、一人ひとりが自分たちのふ

るさとは自分たちで守るという共通の考えを持ち、みんな
で手を取り合い、快適で心安らかに暮らせるまちを築くた
め、ここに「安心安全都市」を宣言します。

核兵器廃絶平和都市宣言
平和と安全を脅かす核兵器を地球上からなくすことは、

人類共通の願いです。
わたくしたち伊勢崎市民は、平和を愛する世界各国の

人々とともに永久の平和が実現することを強く望み、核兵
器のない世界を築くため、ここに「核兵器廃絶平和都市」
を宣言します。

この地域にゆかりの深い「まが
たま」を用いて、いせさきの「い」
の字をデザインしたもので、市民
の融和と本市の発展を表していま
す。
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▲ 息の合ったオーケストラの演奏

▲ イルミネーションを楽しむ子どもたち

マ
ン
ド
リ
ン
の
音
色
で

　
　
　
　
は
ー
と
ふ
る

12月５日・６日、｢はーと
ふるフェスティバル｣がふ
くしプラザで開催されま
した。たくさんの人が無料
体験コーナーなどの催し
を楽しみ、はーとふるコン
サートの会場はマンドリ
ンやオカリナのやさしい
調べに包まれていました。 

12月13日、伊勢崎ジュニア
オーケストラによる「クリス
マスコンサート」がまゆドー
ムで行われました。大勢の来
場者は、華やかに飾り付けら
れた会場で、奏でられる美し
い調べに聞き入っていました。 

まゆドームに響く 
　 クリスマスの調べ 

12
月
6
日
、
市
陸
上
競
技
場
と
周
辺
で
伊
勢
崎
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
澄
み
渡
っ
た
冬
空
の
下
、
1
0
8
2
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー

ル
目
指
し
て
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

▲ ゲストランナー・上武大学駅伝部監督の花田さん（写真中央）と走る参加者の皆さん

▲ 赤城山をバックに快走

▲ 北部環状線を走るランナー

蜻

笑
顔
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

蜻

完
走
し
て
に
っ
こ
り

▲ きねを持つ手に力が入る

12月12日、南小学校放
課後児童クラブの子ど
もたちとその保護者の
皆さんが、もちつきを
行いました。子どもたち
は、大きなうすときね
を見て大はしゃぎ。「よ
いしょ」と掛け声を上げ
ながら、元気良くもちつ
きを楽しんでいました。 

もちつきを体験 

蜷

マ
ン
ド
リ
ン
の
伴
奏
で
歌
う
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
利
用
者
の
皆
さ
ん

12月12日、波志江沼環
境ふれあい公園で「イル
ミネーション・ナイト」の
点灯式が行われ、公園の
一角が20万球の発光ダ
イオード（ＬＥＤ）で彩られ
ました。訪れた皆さんは、
冬の夜に幻想的に輝く公
園を楽しんでいました。 

華やかに輝く 
イルミネーション 
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ISESAKI INFORMATION

期
日

１
月
25
日
（
月
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象

市
内
に
在
住
の
１
歳
か
ら

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者定
員

10
組
（
抽
選
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み

１
月
18
日
（
月
）
午

前
10
時
か
ら
11
時
ま
で
に
直
接
境

児
童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

ヂ
ャ
ン
テ
ィ
織
器
と
は
小
さ
く

て
か
わ
い
い
織
器
の
こ
と
で
す
。

期
日

１
月
21
日
（
木
）
・
２
月

18
日
（
木
）（
全
２
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

21対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

コ
ー
ス
タ
ー
・
マ
フ
ラ
ー

ベ
ス
ト
な
ど
を
作
り
ま
す

講
師

根
岸
直
子
さ
ん

参
加
料

２
０
０
０
円

※
教
材
費
を
含
み
ま
す

申
し
込
み

１
月
12
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
清
掃
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
21
へ

期
日

２
月
３
日
（
水
）
・
５
日

（
金
）・
10
日
（
水
）・
17
日
（
水
）

24
日
（
水
）（
全
５
回
）

時
間

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場

上
武
大
学
（
戸
谷
塚
町
）

定
員

40
人
（
先
着
順
）

参
加
料

３
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
を
含
み
ま
す

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
住
所

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
２
―
８
５
８
８

戸
谷
塚
町
６
３
４
―
１
　
上
武
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
部
公
開
講
座

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
係

締
切
日

１
月
27
日
（
水
）
必
着

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
誰

で
も
楽
し
め
る
講
習
会
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

１
月
27
日
（
水
）
・
２
月

19
日
（
金
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

※
体
育
館
履
き
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

期
日

２
月
21
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生
以
上

定
員

50
人
（
先
着
順
）

内
容

白
い
陶
器
の
マ
グ
カ
ッ
プ

に
、
自
分
の
好
き
な
絵
や
文
字
を

は
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
を
作

り
ま
す

参
加
料

５
０
０
円

※
材
料
費
・
保
険
料
を
含
み
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

10
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
青
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（23）
５
８
０

０
）

男
性
限
定
包
丁
研
ぎ
教
室

期
日

２
月
５
日
・
19
日
の
金
曜

日時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
18
歳
以
上
の
男
性

定
員

各
10
人
（
先
着
順
）

内
容

包
丁
の
研
ぎ
方
の
講
義
・

実
技

参
加
料

無
料

申
し
込
み

１
月
12
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
赤
堀
公
民
館
へ

親
子
で
楽
し
む

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

期
日

２
月
10
日
・
17
日
・
24
日

の
水
曜
日
（
全
３
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

名
和
公
民
館

対
象

２
か
月
以
上
８
か
月
未
満

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
以
前
参
加
し
た
人
は
除
き
ま
す

定
員

15
組
（
先
着
順
）

内
容

植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
て
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す

講
師

石
原
香
苗
さ
ん

参
加
料

７
０
０
円

申
し
込
み

１
月
15
日
（
金
）
午

前
10
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
名

和
公
民
館
へ

お
も
し
ろ
科
学
教
室

期
日

２
月
６
日
（
土
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

あ
ず
ま
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
の
小
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
で
き
ま
す

定
員

40
人
（
先
着
順
）

内
容

静
電
気
を
利
用
し
た
電
撃

宇
宙
ク
ラ
ゲ
を
作
り
ま
す

講
師

サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
皆
さ
ん

参
加
料

５
０
０
円
（
材
料
費
・

保
険
料
）

申
し
込
み

１
月
18
日
（
月
）
か

ら
あ
ず
ま
公
民
館
へ

親
子
で
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

期
日

１
月
29
日
（
金
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

あ
ず
ま
公
民
館

対
象

ブ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ト
で
も

ら
っ
た
絵
本
を
持
っ
て
い
る
お
お

む
ね
２
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

定
員

15
組
（
先
着
順
）

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
手

遊
び
な
ど

参
加
料

無
料

申
し
込
み

１
月
15
日
（
金
）
午

前
10
時
か
ら
あ
ず
ま
公
民
館
へ

ゴ
ル
フ
教
室

期
日

２
月
９
日
か
ら
24
日
ま
で

の
火
・
水
曜
日
（
全
６
回
）

時
間

午
後
８
時
〜
10
時

会
場

ゴ
ル
フ
プ
ラ
ザ
イ
セ
サ
キ

（
柴
町
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定
員

25
人
（
先
着
順
）

講
師

原
富
男
さ
ん

参
加
料

８
０
０
０
円

※
希
望
者
に
は
無
料
で
ク
ラ
ブ
を

貸
し
出
し
ま
す

申
し
込
み

１
月
18
日
（
月
）
午

前
９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
豊

受
公
民
館
へ

手
作
り
ア
ロ
マ
教
室

期
日

１
月
26
日
・
２
月
２
日
の

火
曜
日
（
全
２
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

15
人
（
先
着
順
）

内
容

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
・
入
浴

剤
・
石
け
ん
を
作
り
ま
す

講
師

小
林
仁
美
さ
ん

参
加
料

２
５
０
０
円

申
し
込
み

１
月
12
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
北

公
民
館
へ

野
鳥
観
察
と
ま
ち
の
探
検

期
日

１
月
17
日
（
日
）

時
間

午
前
８
時
茂
呂
公
民
館
集
合

※
午
前
11
時
解
散
予
定

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

光
円
橋
（
美
茂
呂
町
）
周

辺
を
散
策
し
な
が
ら
、
野
鳥
や
自

然
の
観
察
を
し
ま
す

講
師

伊
勢
崎
み
ど
り
の
子
ど
も

教
室
の
皆
さ
ん

参
加
料

無
料

申
し
込
み

１
月
８
日
（
金
）
か

ら
茂
呂
公
民
館
へ

●伊勢崎市役所 ・・・・・・・・・・・・・蕁0270－24－5111 

●赤堀支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁0270－62－1151 

●あずま支所 ・・・・・・・・・・・・・・・蕁0270－62－1311 

●境支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁0270－74－1111 

開庁時間　午前8時30分～午後5時15分 

●火災情報案内（24時間） ・・・・蕁0180－99－2999 

●救急テレホンサービス（24時間） ・・・・蕁0270－23－1299

ISESAKI  INFORMATION

情報掲示板 

講
座

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

ヂ
ャ
ン
テ
ィ
織
器
を
使
っ
た

編
み
物
教
室

親
子
ヨ
ガ

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
蕁
（70）
２
４
１
５
）

ダ
ン
ピ
ア
い
せ
さ
き
講
習
会

文
化
観
光
課
（
内
線
３
４
５
２
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
作
り
教
室

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
４
４
３
）

上
武
大
学
（
蕁
（32）
１
０
１
１
）

上
武
大
学
公
開
講
座

パ
ソ
コ
ン
講
座

・

公
民
館

赤
堀
公
民
館
（
蕁

（62）
1
1
5
3
）

 に ほん ご 

きょう しつ 

期
き

日
じつ

１月
がつ

10日
にち

から3月
がつ

28日
にち

までの日
にち

曜
よう

日
び

（全
ぜん

10回
かい

）
※3月

がつ

7日
にち

・21日
にち

は除
のぞ

きます
時
じ

間
かん

午
ご

前
ぜん

9時
じ

30分
ふん

～11時
じ

30分
ふん

会
かい

場
じょう

ふくしプラザ
対
たい

象
しょう

市
し

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

・在
ざい

勤
きん

の外
がい

国
こく

籍
せき

の人
ひと

定
てい

員
いん

50人
にん

（先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）
参
さん

加
か

料
りょう

1000円
えん

※テキスト代
だい

（1300円
えん

）が別
べっ

途
と

必
ひつ

要
よう

です
申
もう

し込
こ

み 1月
がつ

10日
にち

（日
にちようび

）に直
ちょく

接
せつ

会
かい

場
じょう

へ
問
と

い合
あ

わせ 市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

（国
こく

際
さい

課
か

内
ない

、内
ない

線
せん

5433）

名
和
公
民
館
（
蕁

（32）
0
0
3
4
）

北
公
民
館
（
蕁

（25）
4
5
4
7
）

茂
呂
公
民
館
（
蕁

（25）
2
6
7
1
）

豊
受
公
民
館
（
蕁

（32）
0
3
5
0
）

あ
ず
ま
公
民
館
蕁

（62）
0
1
1
5
）

・

問い合わせ　生涯学習課（内線2457） 

気学・相学・易学
期日 1月26日・2月2日・9日の火曜日（全3回）
時間 午前10時～正午
会場 境支所会議用庁舎
対象 市内に在住・在勤・在学の人
講師 仁

に

科
しな

玄
げん

州
しゅう

さん（まなびぃ先生）
参加料 無料
申し込み 当日直接会場へ

グラスアートコンパクト作り
期日 2月23日（火）
時間 午前10時～正午
会場 境支所会議用庁舎
対象 市内に在住・在勤・在学の人
定員 20人（先着順）
講師 高橋史子さん（まなびぃ先生）
参加料 600円
申し込み 1月22日（金）午前10時から生涯学習課へ

市庁舎耐震補強・大規模改修工事のため、市民

情報コーナーが市役所東館中2階へ移動します。

期日 １月12日（火）

移動場所 右図のとおり

※会計課は、市役所本館１階へ移動します

問い合わせ 行政課（内線2345）

市民情報コーナーが移動します
北館 

東 館 
（中2階） 

本館 
（1階） 

市民情報 
コーナー 

会計課 

本 館 
（工事中） 

駐輪場 

自動車は入れません 高崎伊勢崎線 

駐車場 

駐車場 

市役所東 

階段階段  階段 

エレベーター 群馬銀行 

・

・



防
災
の
基
本
は
「
自
分
の
身
の

安
全
と
財
産
は
自
分
で
守
る
」
で

す
。
防
災
に
は
、
こ
れ
で
十
分
と

い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対

す
る
心
構
え
を
確
認
し
、
こ
の
機

会
に
も
う
一
度
「
防
災
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

期
日

２
月
８
日
（
月
）

時
間

午
後
１
時
50
分
開
演

期
日
・
会
場

●
１
月
14
日
（
木
）
＝
あ
ず
ま
保

健
セ
ン
タ
ー

●
１
月
27
日
（
水
）
＝
境
保
健
セ

ン
タ
ー

時
間

午
前
９
時
〜
11
時

内
容

発
達
が
ゆ
っ
く
り
、
落
ち

着
き
が
な
い
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話

で
あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（62）

９
９
１
８
）
・
境
保
健
セ
ン
タ
ー

（
蕁
（74）
１
３
６
３
）

老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
１
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
、
公
的
年
金
な
ど

の
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年
の
１

月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
に
支

払
わ
れ
た
年
金
額
・
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
額
・
控
除
の
内
容
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
な
ど
が
年

金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
場

お
知
ら
せ

●
学
科

期
日

２
月
６
日
・
13
日
・
20
日

の
土
曜
日
（
全
３
回
）

時
間

午
後
６
時
〜
９
時

会
場

市
民
体
育
館

●
実
技

期
日

２
月
28
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

県
立
伊
勢
崎
工
業
高
校
第

二
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
日
乃
出
町
）

対
象

市
内
に
在
住
の
人

※
学
生
は
除
き
ま
す

※
野
球
協
会
に
登
録
し
て
い
る
チ
ー

ム
の
監
督
・
主
将
、
少
年
野
球
チ
ー

ム
の
監
督
・
コ
ー
チ
は
参
加
し
て

く
だ
さ
い

参
加
料

無
料

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

市
野
球
協
会
の
宮

田
さ
ん
（
蕁
（32）
０
０
９
４
）
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課（
市
民
体
育
館
内
）

期
日

２
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で

の
月
・
水
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場

伊
勢
崎
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
今
井
町
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員

50
人
（
先
着
順
）

参
加
料

４
５
０
０
円

申
し
込
み

１
月
18
日
（
月
）
の

午
前
９
時
か
ら
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
市
民
体
育
館
内
）
へ

次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
・
寄
贈

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
松
田
真
さ
ん
（
東
上
之
宮
町
）

か
ら
名
和
小
学
校
へ
自
在
か
ぎ
ほ

か
昔
の
道
具
な
ど
21
点

蟋
星
野
仲
子
さ
ん
（
長
沼
町
）
か

ら
豊
受
幼
稚
園
へ
お
手
玉
・
エ
コ

バ
ッ
グ
・
菓
子
30
袋

蟋
佐
藤
主
さ
ん
（
宮
城
県
登
米
市
）

か
ら
三
郷
小
学
校
へ
教
育
振
興
費

寄
付
金
と
し
て
５
万
円

蟋
ジ
ョ
イ
フ
ル
ダ
ン
ス
普
及
会
か

ら
絣
の
郷
へ
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
式
ワ

イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
１
セ
ッ
ト

蟋
県
車
体
整
備
組
合
伊
勢
崎
支
部

か
ら
交
通
遺
児
基
金
へ
４
万
５
千
円

蟋
あ
か
ぎ
信
用
組
合
・
伊
勢
崎
地

区
あ
か
ぎ
ク
ラ
ブ
か
ら
福
祉
事
業

基
金
へ
20
万
円

蟋
藤
枝
昇
雲
さ
ん
（
境
下
武
士
）

か
ら
境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
書

「
龍
神
」
１
点

蟋
武
井
和
男
さ
ん
（
今
井
町
）
か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
１
万
円

蟋
（有）
カ
ネ
コ
建
築
塗
装
か
ら
防
犯

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
北
公
民
館
前
へ
壁

や
天
井
の
塗
装
奉
仕

蟋
児
島
貞
二
郎
さ
ん
（
昭
和
町
）

か
ら
赤
堀
芸
術
文
化
プ
ラ
ザ
、
市

民
プ
ラ
ザ
な
ど
へ
絵
画
「
群
雀
」

ほ
か
４
点

蟋
伊
勢
崎
風
俗
営
業
・
飲
食
業
・

旅
館
業
連
合
防
犯
協
力
会
婦
人
部

か
ら
小
学
校
・
養
護
学
校
の
各
１

年
生
へ
防
犯
関
連
用
品
鉛
筆
４
３

６
４
本
、
消
し
ゴ
ム
２
１
８
２
個

蟋
北
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
同
校
へ

優
勝
旗
セ
ッ
ト
１
式
、
ト
ロ
フ
ィ
ー

１
台

蟋
村
山
隆
司
さ
ん
（
柴
町
）
か
ら

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
油
彩
画

「
光
の
中
で
」
１
点

蟋
故

石
川
重
信
さ
ん
の
遺
族
（
境

保
泉
）
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
５

万
円

蟋
伊
勢
崎
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら
市
役
所
へ
ビ
ニ
ー
ル
傘
１
０
０
本

蟋
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
群
馬

県
連
合
会
伊
勢
崎
地
域
協
議
会
か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
２
万
円

蟋
（株）
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
か
ら
市
内
図

書
館
へ
書
籍
「
木
を
変
え
る
」
５
冊

蟋
（株）
ラ
イ
フ
シ
ス
テ
ム
か
ら
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
在
宅
重
度
心
身
障

害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

車
い
す
10
台

13
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合
の
源
泉
徴
収
税
額
は
、
支
払
わ

れ
た
年
金
額
か
ら
介
護
保
険
料
額

な
ど
を
控
除
し
た
後
の
金
額
で
計

算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
確
定
申

告
の
手
続
き
に
必
要
で
す
。
１
月

末
日
ま
で
に
源
泉
徴
収
票
が
届
か

な
い
人
や
紛
失
し
た
人
は
、
年
金

証
書
を
持
参
の
上
、
前
橋
年
金
事

務
所
で
再
発
行
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
（
蕁
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１

６
５
）
・
前
橋
年
金
事
務
所
（
蕁

０
２
７
―
２
３
１
―
１
７
１
９
）

遺
跡
分
布
地
図
作
成
の
た
め
、

赤
堀
地
区
（
香
林
町
一
丁
目
・
香

林
町
二
丁
目
・
赤
堀
鹿
島
町
・
間

野
谷
町
）
を
中
心
に
、
市
職
員
が

調
査
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
間

１
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬

ま
で１

月
15
日
（
金
）
か
ら
21
日
（
木
）

ま
で
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

週
間
」、
１
月
17
日
（
日
）
は
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
で
す
。

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

定
員

４
０
０
人
（
先
着
順
）

講
師

宇
佐
美
彰
朗
さ
ん
（
東
海

大
学
名
誉
教
授
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
本

電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
事
務
局
（
蕁

０
２
７
―
２
９
０
―
６
１
０
０
）

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
が

集
ま
り
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
喜
び

に
つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

期
日

１
月
14
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

樫
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

12

ス
ポ
ー
ツ

年
金
医
療
課
（
内
線
５
２
１
５
）

公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

安
心
安
全
課
（
内
線
５
３
２
７
）

自
分
の
身
の
安
全
と
財
産
は

自
分
で
守
ろ
う

文
化
財
保
護
課
（
蕁
（24）
０
９
６
６
）

遺
跡
詳
細
分
布
調
査
を

行
い
ま
す

お
ひ
さ
ま
発
達
相
談

（
乳
幼
児
発
達
相
談
）

野
球
審
判
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

ス
ケ
ー
ト
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

お
し
ゃ
べ
り
会

障
害
福
祉
課
（
内
線
５
２
５
１
）

市
民
の
善
意

催
し行

政
課
（
内
線
２
３
４
５
）

テ
レ
コ
ム
利
用
セ
ミ
ナ
ー

自
己
へ
の
挑
戦

ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い

文化会館を臨時開館します

2月9日・23日・3月9日の火曜日は、確定申告

の会場として開館するため、施設が利用できます。

ぜひご利用ください。

問い合わせ 文化会館（蕁23－6070）

甲種・乙種防火管理者資格取得講習会を開

催します。

期日 2月18日（木）・19日（金）

時間 午前9時～午後4時40分

会場 清掃リサイクルセンター21

定員 甲種＝110人・乙種＝20人（先着順）

参加料 4,000円（テキスト代）

申し込み・問い合わせ 2月1日（月）から

12日（金）までの午前8時30分から午後5

時15分までに参加

料を添えて消防本部

予防課（蕁25－33

11）へ

※土・日・祝日は除

きます

◆【場外発売】ＧⅡさざんかカップ（船橋） 

◆【場外発売】浜松市営第10回1節 

◆【場外発売】山陽小野田市営第5回2節 

◆【場外発売】船橋市営第5回1節 

◆【場外発売】飯塚市営第10回2節 

1/22 蘆 23蘆 24蘆 25

1/22 蘆 23蘆 24蘆 25蘆 261/15 蘆 16蘆 17

1/19 蘆 20蘆 21

1/16 蘆 17蘆 18

売上金は機械工業の振興・社会福祉などに広く役立てられています 

分列行進 

日ごろから地域防災の要として活躍している消防団員・女
性防火クラブ員の勇姿を、ぜひご覧ください。
期日 1月11日（祝）
時間・内容
午前9時30分＝式典
午前10時30分＝分列行進・はしご乗りなどの披露

会場 文化会館
入場料 無料
問い合わせ 消防本部総務課（蕁25－3511）
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ワーク広場いせさき 
無料求人情報ホームページ 

パソコン用アドレス　http://w-isesaki.com 
携帯用アドレス　http://w-isesaki.com/m 
問い合わせ　商工労働課（内線3350） 携帯用QRコード 

竜宮浄水場（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店へ。

本庄市給水区域（境島村の利根川右岸地域）は本庄市水道部水
道課（蕁0495－22－2151）へ、深谷市給水区域（境平塚の
利根川右岸地域）は深谷市水道部工務課（蕁048－574－
6661）へ連絡してください。

●1月16日（土）

●1月17日（日）

●1月23日（土）

●1月24日（日）

●1月30日（土）

●1月31日（日）

丸橋設備

中央水道

矢島設備

後藤設備

阿久津建設

穂詮

蕁25－2412

蕁25－1592

蕁24－5840

蕁50－7581

蕁62－1242

蕁32－0875

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で
の
期
間
、
本
市
で
は
、

７
万
６
千
ト
ン
の
ご
み
が
排
出
さ

れ
ま
し
た
。
１
日
当
た
り
で
は
、

約
２
０
８
ト
ン
の
ご
み
が
排
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
市
の
市
民
が
、
１
人
１
日
当

た
り
１
０
０
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
出

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
１

日
当
た
り
約
20
ト
ン
、
１
年
間
で

１
人
１
日
１
０
０
グ
ラ
ム

ご
み
を
減
量
し
ま
し
ょ
う

約
７
７
０
０
ト
ン
の
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
、
ご
み
を
約
10
％

削
減
で
き
ま
す
。

ご
み
１
０
０
グ
ラ
ム
は
左
図
を

参
考
に
計
算
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

み
を
減
ら
し
、
き
れ
い
な
ま
ち
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
茂

呂
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
、
蕁
（20）

３
４
５
６
）

がい　 こく　 じん　 そう　 だん　 まど　 ぐち 

●市役所東館2階相談室2＝国際課（内線5432） 
日時　月・水曜日　午後1時30分～4時30分 
●赤堀支所住民課（蕁62－9794） 
日時　第1・3火曜日　午後1時30分～4時30分 
●あずま支所住民課（蕁62－9908） 
日時　第2・4木曜日　午後1時30分～4時30分 
●境支所住民課（蕁74－0237） 
日時　第1・3金曜日　午後1時30分～4時30分 
　※いずれも祝日は除きます 

　　 し  やくしょひがしかん　かいそうだんしつ　　　　こくさい　か　　  ないせん 

にち  じ　　　げつ　　 すいよう  び　　　ご   ご　　　じ　　　  ぷん　　　　 じ　　　  ぷん 

　　あか ぼり し  しょじゅうみん か 

にち  じ　　  だい　　　　　　か よう  び　　　 ご　ご　　　じ　　　　ぷん　　　　じ　　　　ぷん 

　　　　　　　　　し  しょじゅうみん か 

にち  じ　　  だい　　　　　 もく よう  び　　　 ご　ご　　　じ　　　　ぷん　　　　じ　　　　ぷん 

　  さかいし  しょじゅうみん か 

にち  じ　　  だい　　　　　 きん よう  び　　　 ご　ご　　　じ　　　　ぷん　　　　じ　　　　ぷん 

　　　　　　　　　　　　 しゅくじつ　　 のぞ 

●������� �	
����� ���
 ������ ��� ��� �������� ��
�

��	
���
� ���� �� �
� ��� ＝International Affairs 
Division (ext.5432) 
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上武大学　ビジネス情報学部　4年 

松井雅人さん 
まつ　  い　  まさ     と 

上
武
大
学
硬
式
野
球
部
は
、
昨
年
の
関

甲
新
学
生
野
球
秋
季
リ
ー
グ
で
優
勝
。
そ

の
勢
い
の
ま
ま
、
明
治
神
宮
野
球
大
会
の

代
表
決
定
戦
を
勝
ち
上
が
り
、
本
大
会
で

見
事
に
準
優
勝
を
果
た
し
た
。
捕
手
の
松

井
雅
人
選
手
は
、
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を

数
々
の
勝
利
へ
と
導
い
た
。

チ
ー
ム
の
活
躍
の
裏
側
に
は
、
７
連
覇

が
掛
か
っ
て
い
た
春
季
リ
ー
グ
で
、
３
位

と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
悔
し
さ
が
あ
っ
た
。

「
春
季
リ
ー
グ
の
悔
し
い
思
い
が
、
チ
ー

ム
を
成
長
さ
せ
た
と
思
い
ま
す
。
勝
利
を

一
つ
一
つ
重
ね
る
た
び
に
、
チ
ー
ム
が
ま

と
ま
っ
て
い
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
」

誰
よ
り
も
負
け
ず
嫌
い
な
松
井
選
手
が
、

部
員
１
３
７
人
の
先
頭
に
立
っ
て
、
負
け

ず
嫌
い
の
チ
ー
ム
を
ま
と
め
上
げ
た
。

松
井
選
手
は
、
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会

議
で
指
名
を
受
け
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
へ

の
入
団
を
決
め
た
。
強
肩
・
俊
足
と
勝
負

強
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
武
器
に
、
大
舞
台

へ
と
臨
む
。

「
指
名
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
た
と
き
は
、

素
直
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
実
力
の
あ

る
者
だ
け
が
勝
ち
残
れ
る
厳
し
い
世
界
で

す
が
、
地
道
に
練
習
を
積
み
、
見
る
人
に

勇
気
と
感
動
を
与
え
ら
れ
る
選
手
に
な
り

た
い
で
す
」

プ
ロ
野
球
は
、
野
球
を
始
め
た
小
学
生

の
こ
ろ
か
ら
の
憧
れ
の
世
界
。
し
か
し
目

標
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
こ
と
で
は

な
く
、
プ
ロ
と
し
て
大
勢
の
観
客
の
前
で

活
躍
す
る
こ
と
だ
。
今
は
ま
だ
、
そ
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
。
こ
れ

か
ら
松
井
選
手
の
本
当
の
勝
負
が
始
ま
る
。

勇気と感動を与えられる選手になりたい。
プロ野球での活躍を誓う。

悔
し
さ
を
胸
に
一
つ
に
な
っ
た
チ
ー
ム

憧
れ
の
プ
ロ
野
球
へ

レジ袋1枚＝5グラム～10グラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
マイバックを利用して、レジ袋を
もらわないようにしましょう 

洗剤やシャンプーのボトル１本＝
30～50グラム 

新聞紙・チラシ1日分＝約180グラム ペットボトル500ミリリットル1本
＝約40グラム 

廃品回収などを利用し、リサイク
ルに務めましょう 

中身を詰め替えて使うようにしま
しょう 

資源の日などにまとめて出し、リ
サイクルに務めましょう 

あらき・ともや（右・小学4年生） 
あらき・さやか（小学2年生） 
2人とも、伊勢崎陸上競技クラブに所属。土・
日曜日は、市の陸上競技場などで練習に汗を
流している。小学校の休み時間や放課後に練
習することも。朋也くんはサッカー、清かさん
はピアノとフィギュアスケートにも挑戦中。 

伊勢崎シティマラソンで優勝したい。 
長距離を走るのが大好きな、荒木朋也くん・清かさん。 

荒
木
朋
也
く
ん
は
、
昨
年
11
月

の
子
ど
も
会
駅
伝
競
走
大
会
・
持

久
走
・
４
年
生
男
子
の
部
で
優
勝

し
ま
し
た
。
朋
也
く
ん
は
、
こ
の

大
会
で
２
年
生
か
ら
の
３
連
覇
を

達
成
し
て
い
ま
す
。
妹
の
清
か
さ

ん
も
、
同
大
会
の
持
久
走
・
２
年

生
女
子
の
部
で
優
勝
し
、
き
ょ
う

だ
い
そ
ろ
っ
て
す
ば
ら
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

朋
也
く
ん
は
、
友
達
か
ら
伊
勢

崎
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
に
誘
わ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
持
久
走
を

始
め
ま
し
た
。
清
か
さ
ん
は
、
熱

心
に
練
習
す
る
お
兄
さ
ん
の
姿
を

見
て
、
自
然
と
走
る
こ
と
に
興
味

を
持
ち
、
持
久
走
を
始
め
た
そ
う

で
す
。
２
人
に
持
久
走
の
魅
力
や

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
き
ま
し
た
。

「
長
い
距
離
を
一
生
懸
命
走
っ
て
、

ゴ
ー
ル
で
き
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

今
回
の
大
会
み
た
い
に
１
番
が
と

れ
る
と
、
も
っ
と
う
れ
し
い
」（
清

か
さ
ん
）

「
ゴ
ー
ル
し
た
あ
と
、
走
り
切
っ

た
爽
快
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の

で
、
持
久
走
は
大
好
き
。
伊
勢
崎

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
の
小
学
生
の
部

で
優
勝
す
る
の
が
目
標
で
す
」（
朋

也
く
ん
）

こ
れ
か
ら
も
、
き
ょ
う
だ
い
仲

良
く
、
走
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
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